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まちからのお知らせ＆情報

添 田町職員採用候補者登録試験を実施します。
採用予定日は、令和７年10月１日です。

【一次試験】７月19日 ㈯（受付９時30分～）
【試験会場】添田町役場
【試験方法】公務員として必要な基礎知識などが
　出題される職務能力試験・職務適応性検査
【試験職種・採用人数】一般事務・４人程度
【受験資格】平成２年４月２日から平成19年４月
　１日までに生まれた人
【初任給】 高卒188,000円程度、大卒220,000
　円程度
※学歴・職務経験年数により異なります。
【提出書類】 ①添田町職員採用候補者登録試験申
　込書　②受験票
※申込書などは役場総務課総務係で交
付のほか、郵送請求や町ホームページ
からダウンロードできます。
【提出方法】 ①役場総務課総務係に持参（受付時
　間：土日・祝日を除く８時30分～17時15分）　
　②簡易書留により郵送
※郵送で提出する場合は封筒表面に「職員採用試
験関係書類在中」と朱書きしてください。受験票
を返信しますので、受験票の所定箇所に必ず110
円切手を貼付してください。
【受付期限】 ７月３日㈭
※郵送の場合は、７月３日㈭必着。
【二次試験】８月９日㈯
※詳細は一次試験合格者に通知します。
【書類提出・問い合わせ先】
　〒824-0691
　田川郡添田町大字添田2151番地
　添田町役場総務課総務係（☎82-1231）

税金は納期限までに納めましょう

悪質滞納は許しません！

町 では、公正で適正な負担を図るため、町税
などに滞納がある人に対して、福岡県と共

同で滞納処分を強化しています。
税金の納付が遅れると…
　納期限内に納付がない場合は、滞納となります。
特別な理由もなく滞納が続く人には、滞納処分を
行います
滞納処分の流れ
①督促状の発送
②催告書の発送
③財産調査
　金融機関や勤務先、生命保険会社などを調査し
　ます
④差し押え
　財産（預貯金や給
　与、生命保険、家・
　自動車など）を差
　し押さえます
⑤公売・換価
　差し押さえた財産を換金し、
　滞納している税金に充てます
滞納整理をさらに強化
　特に悪質な滞納事案は、福岡県の特別対策班に
引き継ぎ、特別対策班が滞納者の所有する財産を
徹底して調査します。財産が確認できると、差し
押さえや公売などの厳格な滞納処分を中心とした
滞納整理を行います。特別対策班に引き継ぐ対象
者には、町から「徴収引継予告書」を発送しました。
令和６年度の引き継ぎ件数は15件で、家宅捜索な
どを行い、合計1,519,369円を徴収しました

納付が困難な場合は、まずは相談を
　病気や失業など、やむを得ない理由で納期限ま
でに税金を納めることができない場合は、早めに
相談ください
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

令和７年10月１日採用予定

添田町職員採用候補者登録試験

↑滞納整理のエキスパート（筑豊地区特別対策班）

生命保険会社などを調査し

す

「いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち」を目指して

町民アンケート調査にご協力をお願いします

添 田町第６次総合計画は、令和３年に策定した今後10年間のまちづくりの基本的方向性を示す計画です。
第６次総合計画では 10年後のありたい姿を「いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち」

として、その実現に向け5年間ごとに、取り組む施策などを盛り込んだ実行計画（基本計画）を策定しています。
今回、後半５年間の実行計画策定にあたり、直近５年間を振り返るとともに今後５年間の町のありたい姿の
検討に向けて、広く町民の皆さんの意見や意向を把握するため、アンケート調査を実施します。

◉対象者　無作為抽出した町内在住の約2,000人
◉アンケート発送時期　６月中旬
◉回答方法　①同封の返信用封筒（切手不要）で調
　査票を返信　②パソコンやスマートフォンでオン
　ライン回答
◉回答期限　７月６日㈰

※アンケートは計画の策定に必要な
基礎資料となります。集計結果は統
計的に処理して公表する予定ですが、
個人が特定されることはありません。
率直な意見を聞かせてください。
問 役場まちづくり課政策企画係（☎82-5965）

田

モ バイルバッテリーや加熱式タバコなど、多くの充電式製品に使われているリチウムイオン電池は、強
い衝撃が加わると発煙・発火するため大変危険です。実際に、家庭ごみと一緒に出されたリチウムイ

オン電池が原因でごみ収集車や処理施設で火災が発生しています。ごみ収集が停止する可能性もありますの
で家庭ごみと一緒に出さないでください。　　　　　　　  　 問 役場福祉環境課環境保全係（☎82-1232）

分別にご協力をお願いします

リチウムイオン電池は
一般ごみで出すと火災につながります

◉リチウムイオン電池が使われている製品
　モバイルバッテリー、加熱式
たばこ、コードレス掃除機など
のバッテリー、スマートフォン、
電気かみそり、電気工具、電動
工具、ハンディーファン、電動
式玩具、作業服用ファン　など

▶リチウムイオン電池の見分け方
　　　　　　←電池本体に、このマークが表示され
　　　　　　　ています。表示がなくても充電でき
　　　　　　　る製品や電源に繋がなくても動く製
　　　　　　　品には、リチウムイオン電池が使用
　　　　　　　されている可能性があります
◉回収先
　家電量販店やホームセンターなどにある無料回収
　ボックス、役場福祉環境課環境保全係窓口（１階
　②番窓口）
※ボタン電池も対象です。電池が本体から簡単に取
り外せないものは、そのまま出してください。

　きちんと分別されている資源ごみは、さくら
環境センターからリサイクル業者に引き渡され
資源として再び利用されます。一人ひとりの意
識で、ごみが減り、資源の循環にもつながりま
す。資源ごみの分別にご協力をお願いします。

　　 ご注意ください

▶正しく分別されていない場
　合、ごみ袋に赤いシールを
　貼っています。分別を再確
　認して出し直してください

　　　　　　　　▶段ボールなどの紙類は、濡
　　　　　　　　　れるとリサイクルできませ
　　　　　　　　　ん。天気が良い日に出しま
　　　　　　　　　しょう

～分ければ資源、混ぜればごみ～
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